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〒104-0033 東京都中央区新川1-4-1六甲ビル8F　TEL.03-3297-5601
Japan PVC Environmental Affairs Council

塩化ビニル環境対策協議会
http://www.pvc.or. jp

[po lyv iny l  ch lor ide]news

古紙配合率100％再生紙を使用しています※乱丁、落丁などの不良品がありましたらご連絡ください。新しいものとお取り替えいたします。

塩化ビニル環境対策協議会 Japan PVC EnvironmentaI Affairs Council
〒104-0033　東京都中央区新川1-4-1（住友六甲ビル8F）  TEL 03（3297）5601　FAX 03（3297）5783

お問い合わせ先

編集後記
▼このPVCNewsの編集長として、編集後記を書かせて頂き、2年目を迎えます。いろいろな方とお会いして、記事掲載の取材を
させて頂いていますが、今回の「シリーズインタビュー／さきがけびと登場」でお話を伺った黒河内真衣子さんは、若手のファッショ
ンデザイナーであり、時には既製のイメージを覆すこともできる「デザインのカ」を生き生きと語って頂きました。「さきがけびと登場」
は、年代を超えた幅広い人々の声を聞きたいという意図で、それまでの「視点・有識者に聞く」をタイトル変更したものですが、黒
河内さんのインタビューも、そのような編集方針にぴったりのフレッシュなものになったと思います▼もうひとつ、今号から新シリー
ズ「ものづくりの現場から」がスタートします。このシリーズは、日々ものづくりの現場で汗を流す人々に光を当て、そのご苦労や、
長い間蓄積されてきたノウハウ、新たなアイデアの面白さなどをご紹介する企画です。「こんな現場を見てみたい」というご意見があっ
たら、どしどし編集部までお寄せください。▼これからも、読者の皆さんに面白い、良かったと言って頂ける記事を目指して、編集委
員一同頑張って行きたいと思っています。今後とも、ご愛読の程、よろしく、お願い申し上げます。(一色実)
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塩ビものづくりコンテストは今回２回目を迎え、

「PVC Design Award 2012」という名称とともに開催します。

Soft PVC（軟質塩ビ）はその柔軟な特性を活かして、広告、ディスプレイ、バッグ、

シューズ、服、玩具、文具、家具、壁紙、床材、医療・介護用品、産業用品など

私たちの暮らしに身近な素材として幅広く使用されています。

この多様な製品の中で、新たにものをつくるには「今後、人や社会の中で求められる

ことは何か？」を考察することが必要です。

テーマを「〇〇×Soft PVC」 としたのは、アイデアは既存の掛け合わせから生まれる

と考えたからです。 

まずは様々な物事とSoft PVC を掛け合わせてください。そこから新たな用途やニーズを

創出した「少し先の未来の定番となる作品・製品」が生まれることを期待しています。

応

募

対

象 

概

要 

作 品 応 募：国内外未発表の Soft PVC を使用する作品

製 品 応 募：国内で流通している既存の Soft  PVC 製品や中間加工素材及び試作品

                  販売後 5 年以内の製品及び試作品で、中間素材の場合は使用製品を明示する。

日

程

作品提出　　　　　　　　　4/20 - 8/20（当日必着）

プロトタイプ製作期間　　　８月末 - 10月末

　　　　　　　　　　　　　　　　　一次審査通過者には、共催団体の会員会社の協力を得て試作を無料で行います。

製品提出　　　　　　　　　6/20 - 10/20（当日必着）

最終審査　　　　　　　　　11月上旬予定

　　　　　　　　　　　　　　　　　プロトタイプ製作した作品に製品応募を含めて審査いたします。

審

査

委

員

大 竹  美 知 子 氏　　    審査委員長 / 共立女子大家政学部教授

秋 山  正　  　 氏　　    東京都立産業技術研究センター技術支援係、主任研究員

熊 谷  彰 博 　 氏　　    デザイナー

石 橋  勝 利 　 氏　　    AXIS誌編集長

U

R

L デザイナーのための塩ビの教科書 / AXIS jiku
 AXIS jiku に PVC の特集連載がございますのでご覧下さい。

www.axisjiku.com
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と

賞

金

大 賞　 　 　１点

優 秀 賞　 　３点

特 別 賞　 　５点

入 賞　 　  １０点

一次審査で優秀と認められた作品には入賞を送り、主催者側が試作いたします。

※各賞とも 1 作品 1 名（1 グループ）に贈賞いたします。 ※各賞とも「該当なし」とさせて頂く場合があります。
資

格

作品応募：企業、団体あるいは個人やグループ、年齢、性別、職業、国籍は問いません。 なお、作品は国内外未発表のもの。

製品応募：主催、協賛の会員及び協賛会員の会社、社員、又は主催、協賛の会員の推薦を受けた方。

主

催

協

賛

後

援

製品提出（製品、中間加工素材、試作品）

日本ビニル工業会

〒107-0051　東京都港区元赤坂1-5-26　東部ビル3F　

Tel：03-5413-1311　Fax：03-3401-9351

biniruko@vinyl-ass.gr.jp

作品提出

PVC Design Award 事務局 (塩ビ工業・環境協会 )

〒104-0033　東京都中央区新川 1-4-1　六甲ビル 8F

Tel：03-3297-5601　Fax：03-3297-5783

info@vec.gr.jp

東日本プラスチック製品加工協同組合、中日本プラスチック製品加工協同組合、西日本プラスチック製品加工協同組合

日本ビニール商業連合会、日本ビニル工業会、塩ビ工業・環境協会

九州ビニール製品工業会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 経済産業省

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (社)日本インダストリアルデザイナー協会

PVC Design Award 2012
PVC Design Award 2012
応募詳細 ( 応募用紙、審査方法など )、PVC の特長は日本ビニル工業会ホームページ内のこちらをご覧下さい。

www.vinyl-ass.gr.jp/pvcdesignaward/

塩ビものづくりコンテスト2012

社会に求められる「〇〇×Soft PVC」 作品提出 4/20 - 8/20 製品提出 6/20 - 10/20

副賞 　　 50 万円

副賞各　  10 万円

副賞各 　　5 万円

副賞各　　 2 万円


